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防犯功労者表彰

「私たちが夕方の声です！」

過去に広報の表紙を飾った獅子舞の写真

　黒川校区防犯パトロール隊の井悦子さん（黒川）が、防犯功労者
賞を受賞されました。
　井さんは、黒川地区で防犯活動を行っている黒川校区防犯パト
ロール隊に設立当初の平成 16 年に加入して以来、隊員として定期
的なパトロール活動や犯罪被害防止を呼びかける等の地域安全活
動に熱心に取り組んでこられました。「今まで通り自分ができる間
は頑張っていこうと思います。」と今後の活動についてもお話しし
てくださいました。
　受賞、誠におめでとうございます。

　夕方に子どもたちの元気な声が今年も流れています。今回
放送を担当しているのは、中原小学校６年生の鞭馬麗華さん、
宮﨑恵那さん、古賀透眞さんです。明るく元気な声で、息の
合った放送の録音をしてくれました。
　家族や友達と今しかできない経験、今しか残せない思い出
作りをして、小学校最後の夏休みを楽しんで下さい。

（写真左から：鞭馬 麗華さん、宮﨑 恵那さん、古賀 透眞さん）

６月27日（火）

７月19日（水）
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～夏の始まり～
市原祇園獅子舞 

平成 15 年８月号平成 20 年８月号令和元年８月号
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市原祇園社獅子舞

　市原祇園社獅子舞は江戸時代から続

いているとされている町指定無形民俗

文化財で、毎年７月 23 日に「本祭」、

前日の 22 日に「夜
よ ど

渡」と呼ばれる前

夜祭が開催されています。

　22 日の前夜祭では、午後６時頃に

無病息災を祈願し、神事が行われた後、

市原祇園獅子舞保存会メンバーによる

獅子舞の奉納が行われました。獅子に

かまれると厄除けになるといわれてお

り、かまれるのを泣いて怖がる子ども

の姿も見られました。また、商工会 

赤馬場支部によって開かれていた夜市

では、射的やくじ引き等の屋台も出て

おり、盛り上がりを見せていました。

　23 日の本祭では、雌獅子、雄獅子

の２頭の獅子舞が市原小校区内等を巡

りました。
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新農業委員・農地利用最適化推進委員のみなさんです
　農業委員及び農地利用最適化推進委員の改選時期を迎え、新たなメンバーで農業委員会活動がス
タートします。
　今回の改選では、より実情に適した活動体制とするため委員定数見直しを行い、農業委員・農地利
用最適化推進委員いずれも定数８名に改定いたしました。公募の結果、定数と同数の推薦応募があり、
町議会の同意を得た農業委員８名、農業委員会総会で承認された農地利用最適化推進委員８名、計 16
名の新しい委員が決まりました。
　農地の権利移転・転用等に関する審議を行う総会の開催や、農地を有効活用できるよう個別に農地
の集約・集積を支援する活動等に取り組み、南小国町の農地と農業がより良いものとなるよう努めて
まいります。
　これから活動いただく新たな委員の皆様を抱負とともにご紹介いたします。
　なお、委員の任期は令和５年７月 20日から令和８年７月 19 日までの３年間です。

南小国町農業委員（敬称略）
大字赤馬場地区（五十音順）

①　穴
あない

井　堅
かたし

（脇戸）
就農者の高齢化
や後継者不足に
より、遊休農地
や耕作放棄地が
増加していま
す。委員間で連
携し、解消・発
生防止に努めま
す。

②　河
かわづ

津　博
ひろふみ

文（荒倉）
農業者の高齢化
及び後継者不足
の中、遊休農地
や耕作放棄地の
増加防止に委員
間で協力し努め
ていきたいと思
います。

大字中原地区（五十音順）

③　河
かわづ

津　篤
あつし

（中湯田）
農業情勢の厳し
い中、町の農業
振興のために微
力ながら諸課題
等に取り組み、
委員としての役
割を果たしてい
きたいと思いま
す。

④　藤
とうどう

堂　伸
しんじ

二（平瀬）
２期目の農業委
員を拝命いたし
ました。１期目に
引き続き皆様に
少しでも貢献で
きるよう頑張り
ますので、お気
軽にご相談・お
声かけください。

大字満願寺地区（五十音順）

⑤　甲
か い

斐　義
よしたか

隆（永山）
２期目になりま
す。よろしくお
願いします。

⑥　北
きたざと

里　正
まさつぐ

嗣（黒川）
初めての農業委
員ということ
で、何も分かり
ませんが任期中
頑張りますので
よろしくお願い
します。

⑦　日
ひ の

野　米
よねぞう

蔵（長迫）
２期目となりま
すので、地域の
皆さんのために
頑張ります。

中立委員（農業に利害関係の無い委員）

⑧　井
い の

野　みゆき（上町）
中立委員として
推薦をいただき
ました。農業の
事は全くの素人
で不安がいっぱ
いですが精一杯
務めさせていた
だきたいと思い
ます。
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南小国町農地利用最適化推進委員（敬称略）（担当地区ごとに五十音順）

①　木
きやま

山　明
あきひこ

彦（上町２） ②　下
しもじょう

城　芳
よしひろ

裕（矢津田上） ③　杉
すぎ

　秀
ひであき

秋（田尻）
高齢化に伴い増
加している遊休
農地等の解消・
発生防止に努め
てまいります。

３期目の活動と
なります。遊休
農地の対策を始
め、地域の皆様
のお役に立てる
よう頑張りま
す。

耕作放棄地が目
立つ昨今、最適
な利用に向けて
勉強して頑張り
ます。

④　鞭
むちま

馬　公
きみなお

直（和田下） ⑤　村
むらかみ

上　秀
ひでのり

訓（古賀） ⑥　宇
うつのみや

都宮　久
ひさつぐ

嗣（立岩）
新規就任にあた
り、地域の皆様
と協力して耕作
放棄地を減らし、
農業の推進に努
めてまいります。
また、少しでも
農業の魅力が増
すように頑張っ
てまいります。

３期目の活動に
あたり、耕作放
棄地の解消に努
めます。

新規就任です。
増加する遊休農
地等をどのよう
に対応していく
か、考えていき
ます。

⑦　佐
さとう

藤　孝
こうせい

生（星和） ⑧　佐
さとう

藤　義
よしつぎ

次（小田）
新規就任です。
よろしくお願い
します。

農業全体が今非常に厳しい中、推
進委員の仕事を全うしていくこと
は困難を伴うと思いますが、他の
委員さんと協力して頑張っていき
ます。また、少しでも農業の魅力
が増すように願っています。

○農地利用最適化推進委員　各担当地区　

推進委員 担当地区

木山　明彦 森園、黒原、馬場、中村、布目、戸無、滝の口、黄川、新町、上町、本町、
下町、田中、千光寺、竹の熊、荒倉、平、志賀瀬、動馬喜、手形野

下城　芳裕 赤馬場、脇戸、矢津田、杉田、鬼山

杉　　秀秋 平瀬、陣の前、地蔵原、坂の下、田尻、轟、樋の口

鞭馬　公直 米山、落見、椚の本、和田、瓜上、松の木

村上　秀訓 湯田、古賀、矢田原、中湯田

宇都宮久嗣 志童子、志津、扇、立岩、高鼻、長迫、鬼渕、陣内、波居原下

佐藤　孝生 薊原、小原、矢ヶ部、永山、星和、吉原

佐藤　義次 黒川、小田、白川、田の原、瀬の本、大谷山
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７
月
10
日（
月
）に
小
国
高
校
体
験
入
学

が
行
わ
れ
、
小
国
郷
か
ら
97
名
の
中
学
３

年
生
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
全
体
説

明
で
は
、
小
国
高
校
卒
業
生
講
話
が
行
わ

れ
、
昼
休
み
は
高
校
生
と
班
別
に
分
か
れ

て
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
交
流
し
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
、
高
校
生
が
校
内
を
案

内
し
て
授
業
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
高
校
生
と
中
学
生
で
対
話
型
自
治

体
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
「
Ｓ
Ｉ

Ｍ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
熊
本
２
０
３
０
」
を

活
用
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
や
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、
グ

ル
ー
プ
の
対
話
に
よ
っ
て
解
決
す
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
、
高
校
生
が
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
中
学
生
の
意
見
を

引
き
出
し
て
く
れ
、
積
極
的
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
国
高
校
一
同
、
来

年
、一
緒
に
学
べ
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
11
日（
火
）、
２
年
生
は
総
合
的
な

探
究
の
授
業
で
、
学
校
横
断
型
探
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
学
校
横
断

型
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
カ
タ
リ
バ
が
事
務
局
と
な
り
実
施
し

て
い
る
学
校
間
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
小

国
高
校
は
今
年
度
で
４
年
目
の
参
加
で

す
。
小
規
模
高
校
を
対
象
に
複
数
校
で
オ

ン
ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
連

携
授
業
や
放
課
後
交
流
、
先
生
同
士
の
情

報
交
換
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、岩
手
県
立
金
ケ
崎
高
校
、

宮
崎
県
立
高
千
穂
高
校
、
栃
木
県
立
足
利

特
別
支
援
学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
第
１

回
目
生
徒
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
画
面

越
し
に
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
際
に
は
緊

張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
学
校
紹
介
や
自

己
紹
介
を
行
う
な

か
で
、
打
ち
解
け

て
活
発
な
交
流
が

で
き
ま
し
た
。
次

回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交

流
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
「
小
国
郷
で

総
合
的
な
学
習
の
時
間
「
小
国
郷
で

学
ぼ
う
」

学
ぼ
う
」  ｉ
ｎ
ｉ
ｎ  

杖
立
杖
立

　

５
月
30
日
か
ら
約
２
週
間
に
渡
り
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
で
「
小
国
郷
で
学
ぼ

う
」
と
題
し
、
学
校
の
あ
る
小
国
郷
を
通

し
て
地
域
に
つ
い
て
の
学
習
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
小
国
町
の
杖
立
（
温
泉
）
を

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、
そ
の
地
域
の
特
色

な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

６
月
７
日
に
は
実
際
に
杖
立
に
行

き
、
温
泉
（
今
回
は
足
湯
で
し
た
が
）

や
蒸
し
場
、
杖
立
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
杖
じ
ぃ
」
な
ど
、
そ
の
魅
力
を
十

分
に
肌
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
事
前
に
学
習
し
た
こ
と
と
実
際

に
行
っ
て
み
て
感
じ
た
こ
と
を
ま
と

め
る
こ
と
で
、
学
び
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

南
小
国
中
学
校
と
の
交
流

　

６
月
19
日
、
20
日
の
２
日
間
、
南

小
国
中
学
校
の
３
年
生
と
本
校
中
学

部
生
で
交
流
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
事
前
に
作
成

し
て
い
た
ク
イ
ズ
を
出
し
合
う
活
動

や
、
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
の
道
具
を

使
っ
た
ゲ
ー
ム
（
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン

グ
）
を
通
し
て
交
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、

休
み
時
間
に
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た

り
、
色
々
な
会
話
を
し
た
り
す
る
姿
も
見

ら
れ
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
学
習
を

通
し
て
互
い
の
こ
と
を
知
り
、
協
力
し
支

え
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校

小
国
支
援
学
校  

だ
よ
り

だ
よ
り
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阿
蘇
郡
市
中
体
連
大
会

阿
蘇
郡
市
中
体
連
大
会

　

６
月
24
日
、
25
日
に
阿
蘇
郡
市
中
体
連

夏
季
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
中
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
団
体
で
優

勝
し
、
県
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し

た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
準
優
勝
を
は
じ
め
、

卓
球
部
、
野
球
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

は
３
位
と
な
り
、
惜
し
く
も
県
大
会
出
場
に

は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
し
た
選
手

は
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
精

一
杯
の
健
闘
を
し
ま
し
た
。
中
心
と
な
っ
た
３

年
生
は
、
中
学
校
入
学
時
か
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
様
々
な

活
動
に
制
限
が
あ
る
中
、
練
習
を
工
夫
し
て

技
術
を
磨
き
、
体
力
等
を
培
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
思
い
を
込
め
、
最
高
の
舞
台
で
仲

間
と
と
も
に
、最
大
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮

し
て
く
れ
ま
し
た
。
懸
命
に
取
り
組
む
姿
は
、

１
、２
年
生
の
模
範
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
後
、
県
中
体
連
大
会
に
出
場
す
る
団

体
、
個
人
戦
に
出
場
す
る
選
手
、
す
で
に

九
州
大
会
や
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
勝
ち

取
っ
て
い
る
選
手
、
そ
し
て
、
県
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
す
る
吹
奏
楽
部
の
皆

さ
ん
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

合
同
防
災
学
習

合
同
防
災
学
習

　

南
中
３
年
生
は
、
熊
本
地
震
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
南
阿
蘇
中
学
校
を
会
場
と

し
て
、
福
岡
県
宗
像
市
立
日
の
里
中
学
校
と

と
も
に
合
同
防
災
学
習
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
震
が
発
生
し
た
直
後
の
災
害
対
応
を

疑
似
体
験
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー

ム
を
使
っ
て
災
害
時
の
情
報
共
有
の
あ
り

方
等
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
防
災
学
習
は

災
害
に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ
だ
け
で
な

く
、
非
常
時
に
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う

に
す
る
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
日
本
列
島

は
海
と
山
に
囲
ま
れ
、
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
自
然
が

も
た
ら
す
災
害
も
発
生
し
ま
す
。
今
回
の

学
習
を
通
し
て
、
災
害
時
に
行
動
で
き
る

力
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

（
文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

南
中
か
ら
の
風

南
中
か
ら
の
風

輝
き
輝
き
とと

潤
い
潤
い

わ
く
わ
く
全
体
会

わ
く
わ
く
全
体
会

　

照
り
つ
け
る
日
差
し
に
心
が
折
れ
そ
う

に
な
る
季
節
。
熱
中
症
に
は
何
卒
お
気
を

つ
け
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
22
年
目
を
迎
え
た
〝
わ
く
わ
く

ク
ラ
ブ
〟
は
、
１
０
４
名
の
子
ど
も
達
に

申
し
込
み
を
も
ら
い
、
元
気
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
指
導
者
の
皆
様
に
も
こ
れ
ま

で
と
同
様
の
お
力
添
え
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
発
足
式
と
各
ク
ラ
ブ
に
加
入

し
た
子
ど
も
達
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
【
わ
く
わ
く
全
体

会
】
を
６
月
17
日
に
山
村
広
場
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
子
ど
も
・
指
導
者
合
わ
せ
て

22
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
モ
ル
ッ

ク
を
開
催
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
チ
ー
ム
を
５
チ
ー
ム
と
指
導
者

に
よ
る
大
人
チ
ー
ム
の
計
６
チ
ー
ム
を
編

成
。
合
計
点
数
50
点
を
目
指
し
、
白
熱
し

た
ゲ
ー
ム
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
も
学
年
も
バ
ラ
バ
ラ
で
編
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
の
た
め
、
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ

た
子
ど
も
チ
ー
ム
で
し
た
が
、
時
間
の
経

過
と
と
も
に
打
ち
解
け
て
い
き
、「
あ
と
○

点
～
！
」「
や
っ
た
ー
！
○
点
だ
～
♪
」
と

互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
仲
睦
ま
じ
い
姿

を
み
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

一
方
の
大
人
チ
ー
ム
は
流
石
で
し
た
。

綿
密
に
計
算
を
し
な
が
ら
着
実
に
点
数
を

重
ね
て
い
く
ゲ
ー
ム
運
び
に
、
子
ど
も
達

相
手
で
も
真
剣
勝
負
を
仕
掛
け
て
い
く
本

気
度
を
感
じ
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
の
は
子
ど
も（
赤
）チ
ー
ム
。
し

か
も
年
長
児
さ
ん
が
投
げ
た
一
投
で
優
勝

を
決
定
づ
け
る
と
い
う
劇
的
勝
利
で
し
た
。

　

成
績
発
表
後
に
は
参
加
者
一
人
一
個
ず

つ
景
品
く
じ
を
引
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

く
じ
な
の
で
何
が
当
た
る
か
は
お
楽
し
み

♪
閉
会
後
、
各
々
で
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
で
は
、
随
時
、
加
入

者
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
い
つ
で
も

事
務
局
（
南
小
国
町
教
育
委
員
会
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

南
小
国
町
教
育
委
員
会　

き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ  

通
信
通
信
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み
な
さ
ん
は
、「
も
や
い
直
し
」
と
い
う

言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
「
も
や
い
」
と
は
、
も
と
も
と
船
を
つ
な

ぐ
こ
と
や
、
人
と
人
と
が
支
え
合
い
一
緒
に

何
か
を
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。水
俣
で
は
、

水
俣
病
に
よ
っ
て
、
人
と
人
と
の
関
係
、
自

然
と
人
と
の
関
係
が
い
っ
た
ん
壊
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
水
俣
病
と
正
面
か
ら

向
き
合
い
、
対
話
し
協
働
す
る
取
組
を
「
も

や
い
直
し
」
と
名
付
け
て
い
ま
す
。

　

町
内
３
つ
の
小
学
校
５
年
生
は
、
６
月
25

日（
日
）か
ら
27
日（
火
）ま
で
二
泊
三
日
で
水

俣
、
芦
北
へ
集
団
宿
泊
教
室
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
集
団
宿
泊
教
室
の
目
的
の
一
つ

に
「
子
ど
も
達
に
、
水
俣
病
へ
の
正
し
い
理

解
を
図
り
、
差
別
や
偏
見
を
許
さ
な
い
心
情

や
態
度
を
育
む
と
と
も
に
、
環
境
や
環
境
問

題
へ
の
関
心
を
高
め
、
環
境
保
全
や
環
境
問

題
の
解
決
に
意
欲
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
態

度
や
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
」と
あ
り
ま
す
。

　

今
回
集
団
宿
泊
教
室
で
水
俣
病
に
つ
い
て

学
習
し
て
き
た
５
年
生
の
感
想
を
紹
介
し
ま

す
。

　
　
　

中
原
小
学
校　

鞭
馬　

悠
人

　

語
り
部
の
滝
下
昌
文
さ
ん
は
、
胎
児
性
水

俣
病
か
ん
者
さ
ん
で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

入
院
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

当
時
水
俣
病
は
原
因
不
明
の
病
気
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
亡
く
な
っ
た
方
を
解
ぼ
う

し
て
原
因
を
つ
き
と
め
よ
う
と
し
た
そ
う
で

す
。
滝
下
さ
ん
は
、
亡
く
な
っ
た
方
が
運
ば

れ
る
様
子
を
何
度
も
見
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

を
聞
く
と
「
運
ば
れ
る
た
び
に
心
が
痛
か
っ

た
の
か
な
。」
と
思
い
ま
し
た
。

　

水
俣
病
は
、
環
境
は
か
い
か
ら
始
ま
り
、

魚
、
人
間
、
そ
の
他
の
生
き
物
を
苦
し
め
ま

し
た
。

　

も
う
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら

な
い
た
め
に
は
、
自
然
を
大
切
に
す
る
考
え

が
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　

市
原
小
学
校　

髙
村　

輪

　

ぼ
く
は
、
水
俣
病
資
料
館
と
語
り
部
の
滝

下
さ
ん
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、
水
俣
病
の
差

別
・
へ
ん
見
の
問
題
で
す
。

　

水
俣
病
資
料
館
に
は
、
水
俣
病
は
差
別
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
水
俣
の
人
は
苦
し
ん
で
い

た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
も
差
別

が
続
い
て
い
る
の
で
、
差
別
を
し
て
い
た
ら

注
意
し
て
止
め
さ
せ
た
い
な
と
思
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
正
し
く
理
解
し
、
水
俣
病

を
知
ら
な
い
人
に
、
な
ぜ
水
俣
病
が
起
こ
っ

た
か
の
か
な
ど
を
伝
え
て
い
き
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

　

り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校　

佐
藤　

心
菜

　

私
は
水
俣
病
を
二
度
と
く
り
返
し
て
は
い

け
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
水
俣
病
は
、

人
間
だ
け
で
な
く
魚
や
ネ
コ
、
鳥
な
ど
の
動

物
た
ち
も
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
水
俣
病
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
な
人
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
ず
は

一
番
身
近
な
家
族
や
友
達
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
少
し
で
も

差
別
や
偏
見
が
減
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

　　

今
回
子
ど
も
達
は
、
水
俣
を
訪
れ
て
、
資

料
館
の
見
学
や
語
り
部
さ
ん
の
話
を
聞
き
、

水
俣
病
へ
の
正
し
い
理
解
と
差
別
や
偏
見
を

許
さ
な
い
心
情
や
態
度
が
育
っ
て
き
た
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
資
料
館
の
隣
に
あ
る
熊
本
県
環
境
セ
ン

タ
ー
も
訪
問
し
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
も
学

習
し
て
き
ま
し
た
。
自
然
豊
か
な
南
小
国
町

の
環
境
や
環
境
問
題
へ
の
関
心
を
高
め
、
意

欲
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
態
度
も
身
に
つ
い

て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。（

楠
田
）

    

ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

231

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047
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翔けろ！町の担い手『きよらっ子』（４）

　熊本県では、令和元年から学力向上に関する計画として、「熊本の学び」推進プランを策定し、
具体的な取組として「熊本の学び」アクションプロジェクトを作成しました。このプロジェクトは、２
本柱からなり、①誰一人取り残さない学びの保障　②教員一人一人の授業力の向上を挙げています。
　南小国町でも「熊本の学び」やアクションプロジェクトに沿った「きよらの郷の教育」を日々
展開しているところです。特に①誰一人取り残さない学びの保障は、南小国町での少人数での
教育だからこそ可能なものだと考えて取り組んでいます。
　現実的に、１学級の児童生徒数が 30人も 40人も在籍している中で、誰一人取り残さない
学びの保障は、なかなか難しいものです。児童生徒一人一人に目を向ける、一人一人に言葉を
かける、一人一人の声を聞く、そんな一人一人を大切にした言動こそが、そんな手厚さこそが、
取り残さない学びの保障へとつながるものだと考えています。
　先日、南中２年生の「まちインタ－ン（７月５日～７日までの３日間）」のことですが、町
長秘書として一人の女の子がやってきました。秘書役を務めながらチャレンジする内容は、「雇
用 (Ｉタ－ン・Ｕタ－ン等）を増やすための方策を考える」ということでした。髙橋町長の町
づくりの考え方を学び、そして、農林課やまちづくり課の講話をいただきながらチャレンジに
取り組みました。まだ、チャレンジは終了してはいませんが、自分に関わってくれた手厚さの
すばらしさを女の子も実感したことでしょう。
　「誰一人取り残さない学びの保障」とは、個々をいかに大切にして取り組んでいるかという
ことです。それは、南小国町だからこそできる教育だと自負しています。　　　　文責：岩切

新
刊
図
書
紹
介

　

７
月
は
、
町
の
図
書
室
に
14
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
巣
鴨
日
記　

新
字
体
・
現
代
仮
名
遣
い
版

　

獄
中
か
ら
見
た
東
京
裁
判
の
舞
台
裏

②
人
形
姫

③
高
学
年
児
童
が
な
ぜ
か
言
う
こ
と
を
き
い
て
し
ま
う

　

教
師
の
言
葉
か
け

④
２
・
３
・
４
年
生
が
な
ぜ
か
言
う
こ
と
を
き
い
て
し
ま
う

　

教
師
の
言
葉
か
け

⑤
は
た
ら
く
細
胞
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ　

１

⑥
は
た
ら
く
細
胞
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ　

２

⑦
は
た
ら
く
細
胞
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ　

３

⑧
は
た
ら
く
細
胞
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ　

４

⑨
昆
虫
最
強
王
図
鑑

⑩
し
り
な
が
お
ば
け

⑪
メ
イ
ド
イ
ン
十
四
歳

⑫
鈍
色
幻
視
行

⑬
夜
果
つ
る
と
こ
ろ

⑭
文
章
が
う
ま
く
な
る

　
（
学
校
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
大
切
な
こ
と
）
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熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
に

長
時
間
い
る
こ
と
で
、
体
温
調
節
機
能

が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
内
に
熱

が
こ
も
っ
た
状
態
を
指
し
ま
す
。
屋
外

だ
け
で
な
く
室
内
で
過
ご
し
て
い
る
時

で
も
発
症
し
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

熱
中
症
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
、
体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け

る
と
と
も
に
、
周
囲
に
も
気
を
配
り
、

熱
中
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
■
予
防

　
①
暑
さ
を
避
け
る
！

　

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
こ

ま
め
に
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、
打
ち

水
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
外
出
時
に
は
日
傘
や
帽
子
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

　

・
天
気
の
よ
い
日
は
、
日
陰
を
上
手

に
利
用
し
、
こ
ま
め
に
休
憩
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

・
吸
湿
性
、
速
乾
性
の
あ
る
通
気
性

の
よ
い
衣
服
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

　

・
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な

ど
で
、
か
ら
だ
を
冷
や
し
ま
し
ょ

う
。

　
②
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
！

　

・
室
内
で
も
外
出
時
で
も
、
の
ど
の

渇
き
を
感
じ
る
前
に
、
こ
ま
め
に

水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

■
症
状

　

・
め
ま
い

　

・
立
ち
く
ら
み

　

・
筋
肉
の
こ
む
ら
返
り

　

・
筋
肉
痛

　

・
大
量
の
発
汗

　

・
生
あ
く
び

　

症
状
が
進
む
と
・
・
・

　

・
頭
痛

　

・
虚
脱
感

　

・
集
中
力
、
判
断
力
の
低
下

　

・
倦
怠
感

　

・
嘔
吐

※
症
状
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
の
対
応

・
エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室
内
や
風

通
し
の
よ
い
日
陰
な
ど
、
涼
し
い
場

所
へ
避
難
す
る
。

・
衣
服
を
ゆ
る
め
、
か
ら
だ
を
冷
や
す

（
首
の
周
り
、
脇
の
下
、
足
の
付
け

根
な
ど
）

・
水
分
、
塩
分
、
経
口
補
水
液
な
ど
を

補
給
す
る
。

※
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
反
応
が
お

か
し
い
時
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
救
急

車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
！

■
注
意
点

・
暑
さ
の
感
じ
方
は
、
人
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
そ
の
日
の
体
調
や
暑
さ

に
対
す
る
慣
れ
な
ど
が
影
響
し
ま

す
。
体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

・
室
内
で
も
熱
中
症
予
防
が
大
切
で

す
。
暑
さ
を
感
じ
な
く
て
も
室
温
や

外
気
温
を
確
認
し
、
扇
風
機
や
エ
ア

コ
ン
を
使
っ
て
温
度
調
整
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
は

暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す
る
感
覚
機

能
が
低
下
し
て
お
り
、
暑
さ
に
対
す

る
か
ら
だ
の
調
整
機
能
も
低
下
し
て

い
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

・
子
ど
も
は
体
温
の
調
節
能
力
が
ま
だ

十
分
に
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、
気

を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
三
大
夏
風
邪
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

夏
風
邪
と
は
、
文
字
ど
お
り
夏
に
ひ

く
風
邪
の
こ
と
で
す
。
夏
風
邪
は
、
高

温
多
湿
の
環
境
を
好
み
、
夏
に
活
性
化

す
る
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
発
症
し
ま

す
。
子
ど
も
の
三
大
風
邪
と
呼
ば
れ

る
「
手
足
口
病
」「
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
」

「
プ
ー
ル
熱
」
は
６
～
８
月
に
か
け
て

流
行
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、

感
染
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
感
染
防
止
対
策
】

・
マ
ス
ク
の
着
用

・
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
う
が
い

・
子
ど
も
が
日
常
的
に
触
れ
る
お
も

ち
ゃ
や
ド
ア
ノ
ブ
等
の
消
毒

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

「おぐにサテライト診療所 〜 OGNEY 入江〜」開所のお知らせ 病院事業管理者　片岡恵一郎

　2023 年７月１日よりおおむら内科クリニックの診療を小国公立病院が引き継ぐ事になりま
した。新たに小国郷公立病院組合のグループ事業の一員となる診療所の名称は「おぐにサテラ
イト診療所　〜OGNEY入江〜」となります。小国公立病院事業管理者の片岡が診療所長を兼
ねる事になり、数名の医師が診療にあたります。
　これまでのクリニックコメディカルスタッフ（看護師・事務）は、引き続き当診療所のスタッ
フとして勤務継続しますので、これまで通りよろしくお願いいたします。
　おおむら内科クリニックは、2011 年に小国町入江に開業され、その後 12年に渡り、小国郷
の幅広い診療を担っていただきました。この度、院長の大村陽一先生が地元の滋賀県にお戻り
になる事になり、小国公立病院がクリニック運営・診療を引き継ぐ準備を整えて参りました。
　公的病院が民間のクリニックを引き継ぐという事は、あまり前例のない事なのですが、小国
郷のギリギリの医療資源が維持できる様、小国町・南小国町の役場をはじめ、熊本県、阿蘇・
菊池保健所、厚生局、総務省、内閣府等々の関連機関にご協力いただき、引き継ぎが実現しま
した。
　このサテライト診療所は、国のデジタル田園都市国家構想に採択された、小国郷医療
MaaS・Dx推進事業の拠点としての役割があります。これまでの患者さんの対面診療に加えて、
訪問診療、オンライン診療車による遠隔診療を行っていく予定です。
　オンライン診療車は今年末ぐらいに走り出す予
定で鋭意準備を進めています。
　皆様のご支援のほどよろしくお願いいたします。

【おぐにサテライト診療所　〜OGNEY入江〜】
受付時間　午前　8:45 〜 12:00
　　　　　午後　2:45 〜 5:30
診療科目　内科・総合診療科
※来院困難な方の訪問診療も可能な範囲でお受
付けいたします。

職 員 紹 介

佐藤光代　看護師
　7月より、おぐにサテライト診療所看護師として勤務しております。
　出身は、南小国町です。京都の病院で数年間、地元に戻ってからは、おおむら内科クリニッ
クで勤務しておりました。
　診療所では、以前のクリニックのような温かい
雰囲気と親しみやすさを大切にし、受診される方
が安心して診療を受けられるように努めてまいり
ます。よろしくお願いします。

波多野香織　事務員
　おぐにサテライト診療所で 7月から勤務させて
頂いております。
　生まれも育ちも小国町なので、今回、小国公立
病院のサテライト診療所として新規開院に携わることができ、また、地域の皆さまと今後もか
かわっていけることをとてもうれしく思っています。
　これからもよろしくお願いいたします。

左：佐藤光代看護師　右：波多野香織事務員左：佐藤光代看護師　右：波多野香織事務員
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未
登
記
家
屋
の
滅
失
に
つ
い
て

●
未
登
記
家
屋
を
解
体
し
た
際
は
、『
家

屋
滅
失
届
』
を
、
役
場
税
務
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
登
記
済
家
屋
を
解
体
し
た
際
は
、『
滅

失
登
記
』
を
、
法
務
局
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

未
登
記
家
屋
に
つ
い
て
、
相
続

や
売
買
に
よ
っ
て
、
家
屋
の
所

有
者
が
変
更
と
な
っ
た
場
合

は
、『
未
登
記
家
屋
所
有
者
変

更
届
』
を
、
役
場
税
務
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

次
の
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

広
報
き
よ
ら
令
和
５
年
５
月
号
に
掲
載
し

た
、
令
和
５
年
度
月
別
納
付
税
目
一
覧
表

の
、
12
月
分
の
納
付
期
限
に
つ
い
て
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
令
和
５
年
12

月
25
日
（
月
曜
日
）
で
す
。
訂
正
し
て
お

詫
び
し
ま
す
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）
の
中
間
申
告
と
納
付

　

個
人
事
業
者
の
方
で
、
令
和
４
年
分
の

確
定
消
費
税
額
が
48
万
円
を
超
え
る
方

は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
中
間
申

告
と
納
付
が
必
要
で
す
。「
令
和
４
年
分

の
確
定
消
費
税
額
」
と
は
、
令
和
４
年
分

の
確
定
申
告
に
よ
り
確
定
し
た
消
費
税
の

年
税
額
を
い
い
、
期
限
後
申
告
又
は
修
正

申
告
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら

に
よ
っ
て
確
定
し
た
消
費
税
の
年
税
額
を

い
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
分
の
確
定
消
費
税
額
に
応
じ

て
、
算
出
し
た
中
間
納
付
税
額
を
記
載
し

た
「
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
中
間
申

告
書
」
及
び
「
納
付
書
」
を
所
轄
の
税
務

署
か
ら
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
税
務
署
に
中
間
申
告
書
を

提
出
す
る
と
と
も
に
、
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
資
格
取
得
・
喪
失
の
届

出
は
14
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1118

年
金

問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113

　20 歳以上 60 歳未満の方で、年金の種別が変更となる次のような場合は 14 日以内に届
出が必要になります。忘れずに届け出ましょう。市町村での手続きには異動の確認が出来
る書類をお持ちください。

第 1 号被保険者（農業　自営業　学生など）

こんなとき 変更後の被保険者の種別 届出先

会社員・公務員になった 第２号被保険者 勤務先

会社員・公務員の配偶者の扶養となった 第３号被保険者 配偶者の勤務先

第２号被保険者（会社員　公務員など）

こんなとき 変更後の被保険者の種別 届出先

退職した 第 1 号被保険者 市町村

退職し、同月中に再就職した 第２号被保険者 新しい勤務先

会社員・公務員の配偶者の扶養となった 第３号被保険者 配偶者の勤務先

第３号被保険者（会社員　公務員に扶養されている配偶者）

こんなとき 変更後の被保険者の種別 届出先

配偶者の退職や扶養者本人の収入増（見
込年収 130 万以上）により扶養ではなく
なった

第 1 号被保険者 市町村

会社員・公務員になった 第２号被保険者 勤務先

広報きよら 2023.8広報きよら 2023.8
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
よ
る
犯
罪
被
害
防
止

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
よ
る
犯
罪
被
害
防
止

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
有
害
な
情

報
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
を
使
っ
て
見
知
ら
ぬ
人
と
知
り
合
い
、

様
々
な
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

県
警
で
は
、
保
護
者
向
け
の
子
ど
も
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
犯
罪
被
害
防
止

を
目
的
と
し
た
啓
発
冊
子
を
作
成
し
、
県

警
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
啓

発
動
画
も
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

若
者
に
広
が
る
大
麻
の
危
険
性

若
者
に
広
が
る
大
麻
の
危
険
性

　

近
年
、
若
者
を
中
心
に
大
麻
の
ま
ん
延

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、「
大
麻
は

ほ
か
の
薬
物
よ
り
安
全
、
害
が
な
い
」
な

ど
の
誤
っ
た
情
報
が
氾
濫
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
う
の
み
に
し
て
、
軽
い
気
持

ち
で
大
麻
に
手
を
出
す
こ
と
は
大
変
危
険

で
す
。

　

警
察
で
は
、
誤
っ
た
情
報
を
払
拭
し
、

薬
物
の
危
険
性
や
正
し
い
知
識
を
伝
え
る

た
め
、
各
種
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

　

も
し
、
薬
物
を
誘
わ
れ
た
ら
、「
薬
物

は
し
ま
せ
ん
」
と
き
っ
ぱ
り
断
る
勇
気
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

大
麻
取
締
法
で
の
罰
則

○
所
持
・
譲
渡
・
譲
受

…
５
年
以
下
の
懲
役

○
輸
入
・
輸
出
・
栽
培

…
７
年
以
下
の
懲
役

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

花
火
は
注
意
し
て

花
火
は
注
意
し
て

行
い
ま
し
ょ
う
！

行
い
ま
し
ょ
う
！

　

夏
は
お
盆
な
ど
で
親
族
が
帰
省
し
、
子

ど
も
達
と
花
火
を
す
る
機
会
が
増
え
ま

す
。
安
全
に
花
火
を
楽
し
む
た
め
に
次
の

点
に
注
意
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

１
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く
で
は

行
わ
な
い
。

２
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
さ
せ
な

い
。

３
花
火
を
す
る
前
に
バ
ケ
ツ
に
水

を
用
意
し
て
行
う
。

台
風
へ
の
備
え

台
風
へ
の
備
え

で
き
て
い
ま
す
か
？

で
き
て
い
ま
す
か
？

　

８
～
９
月
の
上
陸
が
最
も
多
い
時
期
に

な
り
ま
す
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
、
十
分
な
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

📱「スマホに弱い大人の教科書」
https://pref.kumamoto.jp/police/page1511.html

（県警 HP →安全な暮らし→肥後っ子サポートセンター内）

💻「ゆっぴーと学ぼう!!
　　あんしんネットスクール」
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 2024（令和６）年秋以降、マイナンバーカード
を紛失・更新中の方やお手元にカードがない方
などは、ご加入の医療保険の保険者に申請いた
だくことで、ご本人の被保険者資格の情報など
を記載した「資格確認書」が無償交付されます。

 「資格確認書」を医療機関等の窓口で提示する
ことで、引き続き、一定の窓口負担で医療を受
けることができます。

もっと詳しく知りたい方はフリーダイヤルにお問い合わせください

マイナンバー総合フリーダイヤル TEL：0120-95-0178

マイナンバーカードを失くしたら個人情報が流出しそうで不安・・・

マイナンバーカードのICチップには、健康・医療情報や税情報・年金情

報などプライバシー性の高い情報は入っていません！

マイナンバーカードを失くした場合、どうすれば良いかわからない・・・

万が一紛失しても、コールセンター【0120-95-0178：24時間365日受付】

に電話することで、カードの利用を一時停止できるので安心です！

マイナンバーを他人に悪用されそうで怖い・・・

第三者にマイナンバーを見られても、あなたになりすまして手続きを

行ったり、あなたの個人情報を調べたりすることはできません！

マイナンバーカードは安全です！

マイナンバーカードは
こちらのポスターやステッカーを
貼っている医療機関・薬局で

ご利用可能です！

※厚生労働省HPでもご利用可能な

医療機関・薬局を公開しております。

マイナンバーカードをなくしたり、
手元にない場合は？

健康保険証はいつまで使えますか？

 2024（令和６）年秋以降、新規の健康保険証は
発行せず、2024（令和６）年秋の時点でお手元
にある有効な保険証は、その時点から最長１年
間（※）使用することができます。

※ 有効期限が2025（令和７）年秋より前に切れる
場合はその有効期限まで。

2024（令和６）年秋以降は、

保険証とマイナンバーカードが一体化されます。

広報きよら 2023.8広報きよら 2023.8
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健康保険証をお使いの皆さまへ

「マイナンバーカード」を

健康保険証としてぜひお使いください！

過去に処方されたお薬や特定健診などの情報が医師・薬剤師に共有され(※)、データに基づ

く最適な医療が受けられるようになります。

１ データに基づく最適な医療が受けられる

2 転職や転居等による保険証の切り替えや更新が不要

3 手続きなしで高額療養費の限度額を超える支払いが免除

限度額適用認定証等がなくても、高額療養費制度における限度額を超える支払いが確実に免

除されます。

！ マイナンバーカードを健康保険証として利用するための

登録がまだの方は、以下２つの準備をお願いします。

■申請方法は選択可能です

① オンライン申請

(パソコン・スマートフォンから)

② 郵便による申請

③ まちなかの

証明写真機からの申請

マイナンバーカードを申請

■利用登録の方法

① 「マイナポータル」から行う

② セブン銀行ATMから行う

③ 医療機関・薬局の受付で行う

マイナンバーカードを
健康保険証として登録

（2023年7月時点）

マイナポイントの申請期限は2023年9月末です。

2023年2月末までに申請されたマイナンバーカードが対象です。

マイナポイント第2弾 マイナポイント申込期限延長！

※ マイナンバーカードを健康保険証として利用し、医師等と過去の情報を共有した場合には、健
康保険証で受診した場合と比べて、初診時等の医療機関・薬局での窓口負担が低くなります。

今後、転職や転居などで必要だった保険証の切り替えや更新が不要になります。

※ なお、新しい保険者への加入手続は必要です。
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高
森
町
で
は
、
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
南
阿
蘇
鉄
道
が
今
年
７
月
15

日
に
全
線
開
通
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
に
も
期
待
し
て
い
る
所
で

す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
に
設
立
し
た
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
阿

蘇
支
部
（
高
森
町
・
南
小
国
町
）」
で
は
両
町
へ
の
観
光
入
込
客
数
増
加

を
目
的
に
、
今
年
度
も
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
高
森
町
・
南
小
国
町
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
夏
・
冬
の
２
回
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
両
町
で
４
箇
所
ず
つ
の
ス
タ
ン
プ
ス
ポ
ッ
ト

を
設
定
し
、
ス

タ
ン
プ
を
集
め

た
後
に
そ
れ
ぞ

れ
の
観
光
案
内

所
に
お
い
て
ガ

ラ
ポ
ン
抽
選
を
行
い
、
ト
ロ
ッ

コ
列
車
体
験
チ
ケ
ッ
ト
や
黒
川

温
泉
入
湯
手
形
な
ど
が
当
た
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
で

落
選
し
た
場
合
で
も
両
町
の
特

産
品
が
当
た
る
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン

ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

通
し
て
、
両
町
を
周
遊
し
て
い

た
だ
き
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

美しい村を探す～九州・沖縄～
熊本県　高森町

７月 15 日に全線復旧した南阿蘇鉄道トロッコ列車７月 15 日に全線復旧した南阿蘇鉄道トロッコ列車

　
　
　

は
な
わ
ら
び
俳
句
会

欄
干
の
眼
下
に
朴
の
花
散
華　
　
　
　
　
　
　

河
津　

悦
子

牛
小
屋
に
咲
き
上
が
り
た
る
立
葵　
　
　
　
　

河
津　

昭
子

窓
少
し
開
け
て
バ
ス
来
る
梅
雨
晴
間　
　
　
　

河
津
せ
い
子

刻
々
と
出
水
濁
れ
る
静
川　
　
　
　
　
　
　
　

笹
原　

景
林

初
取
り
の
唐
黍
下
げ
て
兄
の
忌
に　
　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

葦
原
を
一
気
飲
み
込
み
梅
雨
出
水　
　
　
　
　

佐
渡　

節
子

一
人
子
の
遺
影
の
母
似
ゆ
り
の
花　
　
　
　
　

下
城　

た
ず

カ
ル
デ
ラ
に
生
ま
る
ゝ
夏
の
霧
深
し　
　
　
　

日
隈　

初
美

来
る
来
る
日
語
る
事
な
く
梅
雨
ご
も
り　
　
　

宮
﨑　

チ
ク

座
禅
豆
炊
く
梅
雨
ご
も
り
の
小
半
日　
　
　
　

安
武
く
に
子
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木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第５１７回市（７月７日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 230（本売）
10～13㎝ 575（本売） 510（本売）
14～16㎝ 16,000 15,700 10,000
18～22㎝ 13,000 11,500 10,500
24～28㎝ 13,100 11,500 10,500
30㎝上 14,000 12,400 10,500

3ｍ

4～9㎝ 155（本売）
10～13㎝ 400（本売）
14～16㎝ 12,200 10,500
18～22㎝ 13,100 12,100 9,300
24～28㎝ 13,100 8,000
30㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

9～10㎝ 230(本売）
10～13㎝ 575(本売） 510(本売）
14～16㎝ 15,000 9,300
18～22㎝ 16,000 14,700 9,600
24～28㎝ 15,500 13,700 9,600
30～38㎝
40㎝上

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 558.786 5,596,605 10,015
桧 20.968 218,452 10,418
杉、桧 32.695 304,190 9,304

合　計 612 6,119,247 9,991

（公財）阿蘇地域振興デザインセンター事務局長（候補）有期雇用募集要項

■職　　種　事務局長（候補）　　
■募集人員　１名
■業務内容　阿蘇地域に属する市町村と連携し、地域づくり、観光振興、
　　　　　　情報発信に取り組む
■応募資格　高卒　以上
　　⑴　地域づくり、観光振興、景観保全関連業務等の経験・知識がある者
　　⑵　普通自動車免許を取得している者
　　　　※専門的技能資格者（英検・TOEIC® など）は履歴書に記載のこと（加点対象とする）。
■勤 務 地　阿蘇市一の宮町宮地４６０７－１  公益財団法人  阿蘇地域振興デザインセンター
■給　　料　基本給　月額 30 万～ 35 万円（程度）（時間外手当・通勤手当別途支給）
■待　　遇　社会保険完備　週休二日制　年次有給休暇
■応募方法
　　①　履歴書（形式は任意）　＊直近３か月以内に撮影した写真貼付　Ａ３　２つ折り
　　②　小論文のテーマ
　　　　「応募動機と阿蘇地域の振興施策に対する提案」

今回の公募に応募した動機について記述すること。また、人口減少時代における阿蘇地域の
課題をどのように捉え、どのようにして解決していくのか、自らのこれまでの活動実績を踏
まえ、今後の阿蘇地域の振興をどう展開し得るかも記述すること。

（Ａ４縦・横書き、２，０００字以内、手書き不可、図表類は文字数に換算しない）
　　③　職歴書（形式は任意）　具体的に記入すること　Ａ４

※これまでに実施してきた地域づくり、観光振興等についての職歴、経験に関する記載記事、
論文等があれば添付

■応募期間　令和５年８月１日～令和５年９月２９日午後５時まで（９月２９日消印有効）
　　　　　　「応募書類の提出は郵送に限る」　※応募書類は選考後求人者の責任にて廃棄
■採 用 日　要応談　遅くとも令和６年２月～
■問い合わせ　〒 869-2612　阿蘇市一の宮町宮地４６０７－１
　　　　　　　公益財団法人阿蘇地域振興デザインセンター事務局長（候補）募集　係
　　　　　　　☎０９６７（２２）４８０１　　Fax０９６７（２２）４８０２
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全
国
一
斉
「『
こ
ど
も
の
人

権
相
談
』
強
化
週
間
」

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」

や
家
庭
内
に
お
け
る
児
童
虐
待

等
の
事
案
が
依
然
と
し
て
数
多

く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
こ
ど
も
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
の
人
権
相
談
活
動
を
強

化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

全
国
一
斉
「『
こ
ど
も
の
人
権

相
談
』
強
化
週
間
」
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
熊
本
地
方
法

務
局
及
び
熊
本
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
も
、
こ
ど
も
に
関

す
る
相
談
を
専
門
に
受
け
付
け

る
「『
こ
ど
も
の
人
権
相
談
』

強
化
週
間
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

い
じ
め
や
体
罰
、
虐
待
等
の

相
談
に
人
権
擁
護
委
員
と
法
務

局
職
員
が
あ
た
り
ま
す
。

　

秘
密
が
外
部
に
漏
れ
る
心
配

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
実
施
期
間
等

　

令
和
５
年
８
月
23
日（
水
）

　
　
　
　

～
８
月
29
日（
火
）

　

平
日

　
　

午
前
８
時
30
分

　

～
午
後
７
時

　

土
・
日

　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
専
用
相
談
電
話
番
号

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

■
そ
の
他

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
こ
の

期
間
以
外
に
つ
い
て
も
、
平
日

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
、
同
じ
専
用
相
談

電
話
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
１
４
５

休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪
く

な
っ
た
り
け
が
を
し
た
時
は
、
次

の
医
療
機
関
を
受
診
で
き
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

●
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

福
祉
の
お
仕
事　

体
験
で
き

ま
す
！
（
参
加
費
無
料
）

　

熊
本
県
で
は
、
福
祉
施
設
で

の
職
場
体
験
を
行
っ
て
い
ま

す
！
体
験
終
了
後
、
希
望
者
に

は
就
業
支
援
等
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

①
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る

方
（
小
学
生
以
上
）

②
福
祉
の
仕
事
へ
の
就
職
を
希

望
す
る
方

■
体
験
先

　

高
齢
者
施
設
、
障
が
い
者
就

労
支
援
施
設
な
ど

　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー

☎
０
９
６（
３
２
２
）８
０
７
７

く
ま
食
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
店

の
募
集

　

熊
本
県
で
は
、
健
康
に
配
慮

し
た
食
事
を
提
供
す
る
「
く
ま

食
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
店
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ス
タ
ー

店
に
は
、
の
ぼ
り
旗
の
交
付
、

県
Ｈ
Ｐ
等
で
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

す
。

■
募
集
対
象

　

飲
食
店
、
弁
当
店
等

■
実
施
内
容

　

施
設
内
禁
煙
、
ヘ
ル
シ
ー

オ
ー
ダ
ー
へ
の
対
応
、
野
菜

１
２
０
ｇ
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
、

県
産
品
の
積
極
的
活
用
の
項
目

全
て
に
取
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。

■
応
募
締
切　

11
月
30
日（
木
）

■
問
い
合
わ
せ

　

詳
し
く
は
、
管
轄
す
る
県
保

健
所
又
は
県
庁
健
康
づ
く
り
推

進
課
ま
で

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
５
２

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

8/20(日)～9/10(日) 小国公立病院 ☎46-3111 内科、外科、整形外科

8/20(日) 阿蘇温泉病院 ☎32-0881 内科

 8/27(日) 市原胃腸科外科 ☎34-1211 内科、外科

 9/3(日) 一の宮整形外科 ☎22-3911 整形外科

 9/10(日) 松見内科クリニック ☎22-0260 内科、小児科
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特
定
計
量
器
（
は
か
り
等
）

の
定
期
検
査

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計

量
器
は
法
律
（
計
量
法
）
に
よ

り
、
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
計
量
器
を
お
持
ち

の
方
は
忘
れ
ず
に
受
験
し
ま

し
ょ
う
。

■
日
時　

９
月
13
日（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

■
場
所　

役
場
駐
車
場
（
バ
ス

停
裏
）

■
持
参
物　

計
量
器
（
は
か
り

等
）
及
び
手
数
料
（
５
０
０
～

２
２
０
０
円
／
台
）

■
対
象
計
量
器（
は
か
り
等
）

・
商
品
の
売
買
に
使
用
す
る
も

の・
病
院
、
薬
局
等
で
使
用
す
る

も
の

・
保
育
園
、
学
校
な
ど
で
使
用

す
る
体
重
測
定
用
の
も
の

・
農
協
な
ど
流
通
物
流
の
集

荷
、出
荷
な
ど
で
使
用
す
る
も
の

・
宅
配
等
運
送
業
者
な
ど
貨
物

の
運
賃
算
出
に
使
用
す
る
も
の

・
農
業
な
ど
生
産
者
が
生
産
物

等
の
売
買
に
使
用
す
る
も
の

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
課

☎（
４
２
）１
１
７
１

町
営
住
宅
（
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
）
の
入
居
者
募
集

■
募
集
団
地

杉
田
団
地
（
２
階
建
て
の
２
階

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）　

１
戸

■
申
込
資
格

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

・
同
居
す
る
親
族
が
い
る

・
町
税
等
の
滞
納
が
な
い

・
所
得
基
準
（
月
額
１
５
８
，

０
０
１
円
～
２
５
９
，
０
０
０

円
）
を
満
た
し
て
い
る　

な
ど

（
所
得
基
準
は
世
帯
全
員
の
所

得
を
合
計
し
て
算
出
）

■
家
賃

　

月
額
５
０
，
６
０
０
円

　
　
（
駐
車
場
代
込
み
）

■
申
込
期
間

　

令
和
５
年
８
月
９
日（
水
）～

　
　
　
　
　

８
月
30
日（
水
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
設
課 

水
道
住
宅
係　

☎（
４
２
）１
１
１
４

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
や
、
父
母
が
い
な
い
た

め
父
母
以
外
の
方
が
児
童
を
養

育
す
る
場
合
な
ど
に
、
児
童
を

養
育
す
る
家
庭
の
生
活
の
安
定

と
自
立
を
支
援
し
、
児
童
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

現
況
届
は
、
手
当
を
受
け
て

い
る
人
が
今
後
11
月
分
以
降
の

手
当
に
つ
い
て
引
き
続
き
受
給

資
格
が
あ
る
こ
と
を
届
け
出
る

大
切
な
届
け
で
す
。
８
月
１
日

か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
間
に
提

出
が
な
い
と
き
は
、
手
当
の
支

給
が
差
し
止
め
と
な
っ
た
り
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
受
給
資
格
者
の
方
に
は
現

況
届
等
を
送
付
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
８
月
１
日
現
在
の
状
況

を
必
要
書
類
と
手
当
証
書
を
添

付
し
て
、
福
祉
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課 
保
育
児
童
係　

☎（
４
２
）１
１
１
７

食
事
配
達
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

食
事
配
達
支
援
と
は
、
自
身

で
食
事
の
準
備
が
困
難
な
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
を
対
象

に
配
食
業
者
が
自
宅
に
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
お
弁
当
を
届

け
、
食
生
活
の
改
善
、
健
康
の

増
進
を
図
る
も
の
で
す
。

■
利
用
対
象
者

　

南
小
国
町
に
住
所
が
あ
り
、

自
分
で
食
事
の
調
理
が
で
き
な

い
又
は
困
難
で
、
次
の
①
か
ら

③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

が
対
象
で
す
。

①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
又
は
高
齢
者
の
み
の

世
帯
で
、
要
介
護
認
定
に
お
い

て
「
要
支
援
」、
ま
た
は
「
事

業
対
象
者
」
と
認
定
さ
れ
た
方

②
心
身
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
又

は
心
身
障
が
い
者
が
属
す
る
世

帯
で
町
長
が
必
要
と
認
め
る
方

③
そ
の
他
町
長
が
特
に
必
要
と

認
め
る
方

■
内
容

　

週
２
回
（
火
・
金
）
夕
食
を

ご
自
宅
に
配
達
（
安
否
確
認
の

為
原
則
手
渡
し
）

■
利
用
料

　

１
食
あ
た
り
２
０
０
円

※
利
用
期
間
は
原
則
３
か
月
で

す
。
そ
の
際
に
ご
自
宅
に
訪
問

し
、
利
用
者
の
心
身
状
況
や
生

活
環
境
の
確
認
を
行
い
、
食
生

活
の
改
善
、
健
康
の
増
進
が
十

分
に
見
ら
れ
た
場
合
は
利
用
終

了
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
２
５
）６
８
７
７

福
祉
課 

福
祉
係

☎（
４
２
）１
１
１
７

「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作

文
」
及
び
「
障
害
者
週
間
の

ポ
ス
タ
ー
」を
募
集
し
ま
す
！

　

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解

を
広
げ
る
た
め
、
作
文
及
び
ポ

ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
応
募

者
全
員
に
参
加
賞
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格

・
作
文
…
小
学
生
以
上

・
ポ
ス
タ
ー
…
小
学
生
及
び
中

学
生

■
募
集
期
間

令
和
５
年
９
月
６
日（
水
）ま
で

（
必
着
）

■
募
集
案
内

詳
細
は
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w.pref.kum

am
oto.

jp/soshiki/39/100266.htm
l

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課 

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
３
５

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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「
令
和
５
年
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
」
実
施

　

５
年
に
１
度
の
統
計
調
査

「
令
和
５
年
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
」
を
10
月
１
日
現
在
で
、

全
国
で
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
全
国
約

３
４
０
万
世
帯
の
方
々
を
対
象

と
し
て
、
住
ま
い
、
土
地
の
保

有
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。
こ
の

調
査
は
「
基
幹
統
計
調
査
」
と

い
う
、
政
府
統
計
の
中
で
も
特

に
重
要
な
調
査
の
一
つ
で
あ

り
、
調
査
結
果
は
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
と
住
ま
い
の
た
め
に
、

様
々
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
調

査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
調
査

へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
調
査
で
は
、
簡

単
で
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
（
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
）
を

お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
手
軽
に
ご
回
答
く

だ
さ
い
。

（
総
務
省
統
計
局
、
都
道
府
県
、

市
町
村
が
実
施
し
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
課 

企
画
商
工
観

光
係

☎（
４
２
）１
１
７
１

「
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
」
を
育
て
た

い
、
銘
木
市
へ
出
荷
し
た
い

方
を
募
集
し
ま
す
！

　

阿
蘇
南
郷
檜
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
協
議
会
で
は
、
阿
蘇
地
域
で

古
く
か
ら
植
え
育
て
ら
れ
て
い

る
ヒ
ノ
キ
「
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
」
を

将
来
に
わ
た
り
守
り
育
て
る
た

め
下
記
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
を
植
林
し
た

い
、
枝
打
ち
し
た
い
、
銘
木
市

へ
出
荷
し
た
い
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
「
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
」
は
、
ヒ
ノ

キ
の
品
種
名
の
こ
と
で
、
阿
蘇

地
域
の
御
神
木
と
同
じ
特
性
を

持
つ
ク
ロ
ー
ン
品
種
で
あ
り
、

ヒ
ノ
キ
の
林
業
基
準
品
種
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
晩
生
型
で
通
直

に
育
つ
こ
と
か
ら
社
寺
建
築
用

材
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
募
集
期
間

令
和
５
年
８
月
31
日（
木
）ま
で

■
事
業
内
容

１
．
植
林
に
つ
い
て

２
．
枝
打
ち
に
つ
い
て

３
．
銘
木
市
へ
の
出
荷
に
つ
い

て
※

※
10
月
24
日（
火
）に
開
催
さ
れ

る
「
く
ま
も
と
秋
の
選
木
＆
銘

木
市
」
へ
出
荷
し
ま
す
。

　

当
協
議
会
で
は
、
苗
木
代
、

枝
打
ち
施
工
費
、
椪
積
料
・
運

搬
費
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
南
郷
檜
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

協
議
会
（
高
森
町
農
林
政
策
課

内
）　

担
当
：
高
田

☎
０
９
６
７（
６
２
）２
９
１
５

FAX
０
９
６
７（
６
２
）１
１
７
４

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

渡
邉
　
禎
男
様

樋
の
口

（
故
）
ミ
チ
子

様

工
藤
　
直
也
様

志
津
下

（
故
）
實

様

日
隈
　
好
之
様

椚
の
本

（
故
）
ミ
ネ
子

様

（
７
月
４
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を

賜
り
ま
し
た
。

立
脇　

良
基　
様　

白　

川

中
村　

由
紀　
様　

白　

川

ほ
こ
す
ぎ
会　
様　
（
29
回
目
）

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

快
適
～

快
適
～

ボ
ク
よ
り

キ
ミ
の
方
が

快
適
な
生
活

な
ん
ラ
ヨ…

ボ
ク
よ
り

キ
ミ
の
方
が

快
適
な
生
活

な
ん
ラ
ヨ…

な
ん
だ
か…
な
ん
だ
か…

か
い
て
き

か
い
て
き

せ
い
か
つ

せ
い
か
つ

ほ
う
ほ
う

き
ち
ん
と

お
世
話
を

　
す
る
ん
ラ
ヨ

！

き
ち
ん
と

お
世
話
を

　
す
る
ん
ラ
ヨ

！

夏
の
お
祭
り
で

ゲ
ッ
ト
し
た
ん
ラ
ヨ

夏
の
お
祭
り
で

ゲ
ッ
ト
し
た
ん
ラ
ヨ

ま
つ
ま
つ

な
つ
な
つ

せ

　
　わ

せ

　
　わ

水温調節器日よけスダレ

空気ポンプ

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

■建築実績■見本林
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★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

６
／
20
生　

木き
や
ま山

芽め

い

さ
衣
彩
ち
ゃ
ん

　
（
父
）貴
文･

（
母
）美
咲
　　

杉
田
下

６
／
21
生　

下し
も
じ
ょ
う城　

湊そ
う
ご瑚

く
ん

　
（
父
）純
之
介･

（
母
）愛
絵　

椚
ノ
本

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に　

井
野
航
輔
♡
宇
都
宮
真
綾　
高
　
花

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

６
／
29
　
日
隈
ミ
ネ
子（
86
）椚
ノ
本

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載（
敬
称
略
）

町の人口
（６月末現在）

世帯数　1,841世
帯

（＋６）〈＋65〉
　男　　1,856人

（＋４）〈＋28〉
　女　　2,013人

（＋13）〈＋27〉
　計　　3,869人

（＋17）〈＋55〉
※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比

8/
12土

13 日

14 月 南小国町ふるさと花火大会

15 火 消費生活相談日　10：00～16：00　小国町役場

16 水
出張就職相談　13：30～16：00　役場会議室

※前日までに要予約　　　　　　　　　　　
ジョブカフェ・阿蘇ブランチ ☎0967(22)8178

17 木 消費生活相談日　10：00～16：00　南小国町役場

18 金 さくら荘カフェ　13：00～　さくら荘

19 土

20 日

21 月

22 火 消費生活相談日　10：00～16：00　小国町役場

23 水

24 木 消費生活相談日　10：00～16：00　南小国町役場

25 金 無料法律相談（要予約8/21まで）　10：00～12：00
りんどう荘

26 土 第40回阿蘇瀬の本高原マラソン大会

27 日

28 月

29 火 消費生活相談日　10：00～16：00　小国町役場

30 水

31 木
消費生活相談日　10：00～16：00　南小国町役場
町県民税　第２期　納期限
国民健康保険税　第３期　納期限

9/
1金

出張年金相談  10：00～15：00  おぐに町民センター
　※要予約　熊本東年金事務所　☎096(367)2503

2 土

3 日

4 月

5 火 消費生活相談日　10：00～16：00　小国町役場

6 水 乳児健診　13：15～　おぐに町民センター

7 木 消費生活相談日　10：00～16：00　南小国町役場

8 金 金婚夫婦表彰式　10：00～　きよらホール

9 土 中原小学校運動会

10 日 マイナンバーカード休日窓口開設　9：00～12：00
※要予約☎(42)1113

11 月

12 火 消費生活相談日　10：00～16：00　小国町役場

町民カレンダー 令和５年 ８月・９月
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編 集 　今月号の表紙は、７月 22 日（土）に行われた市原祇園祭 前夜祭の写真です。
前夜祭では、２頭の獅子舞が強く、大きく動く姿が印象に残りました。
　蒸し暑く、寝苦しい日々が続きますが熱中症に注意し、楽しい夏を過ごしましょ
う。（岩本）後 記

南小国町ふるさと花火大会　8/14（月） 午後 8 時打ち上げ開始

BIRTHDAY
  H

A
PPY

7月１歳になった赤ちゃんを紹介します。１歳になった赤ちゃんを紹介します。

4.7.4生 浦
うら

田
た

  倫
りん

太
た

朗
ろう

くん

（父）真之さん

（母）祥子さん
県営矢津田住宅

りんちゃんお誕生日おめでとう。りん
ちゃんはお父さんとお母さんの宝物
です。元気にスクスク大きくなってネ。

                               

役場（駐車場） 

観覧及びバザー会場 

 

役場（庁舎） 

杉田 

消防小屋 

みなみ浄化ｾﾝﾀｰ 

ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ 

きよらカァサ 

き
よ
ら
橋
通
り 

杉
矢
橋
通
り 

国道 212号線 

県道 南小国波野線 

全面通行止 【午後 7時～午後9時】 

志賀瀬川              

町営 矢津田住宅 

　８月１４日（月曜日）に花火大会を開催します。
　県道南小国波野線「きよら橋通り」と、町道矢津田杉
田線「杉矢橋通り」は、午後７時から午後９時まで全面
通行止めとなりますので、ご迷惑をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願い致します。
　尚、雨天等天候不良の場合は翌１５日（火曜日）に順延
となります。
　また、当日は駐車場に限りがありますので、なるべく車
でのご来場はご遠慮下さい。
　町民の皆さん、里帰りの皆さんも、ぜひご覧ください！

打ち上げ総数打ち上げ総数
約 700 発約 700 発

広報きよら 2023.8広報きよら 2023.8
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南
小
国
町
広
報
誌
　

広
報

 き
よ

ら
　
№
717

編
集
･発
行
：
南
小
国
町
役
場
　
ま
ち
づ
く
り
課

〒
869-2492

熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
大
字
赤
馬
場
143番

地

☎
 0967(42)1171　

 FAX  0967(42)1122

－
自
然
と
調
和
し
た
『
き
よ
ら
の
郷
』
づ
く
り
－

　
　
い
き
い
き
と
豊
か
な
地
域
社
会
を
創
り
ま
し
ょ
う


